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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
累計期間

第66期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 8,300,2167,497,25315,175,107

経常利益（千円） 481,086 381,004 705,900

四半期（当期）純利益（千円） 212,624 259,853 651,371

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
363,859 191,670 849,853

純資産額（千円） 10,604,28410,991,85311,089,911

総資産額（千円） 19,178,28718,693,51319,100,641

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.65 5.69 14.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.3 58.8 58.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
295,505 415,655 556,689

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
34,769 74,458 △43,362

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△521,468△344,804△1,072,909

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
5,363,5885,139,6145,004,958

　

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.78 4.10

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（1）業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等により企業収益と個人消費に

一部回復の動きが見られましたが、欧州債務問題や新興国経済の成長鈍化による世界経済の停滞と長期化する円

高等により、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。個人消費につきましても、厳しい雇用環境や将

来の生活への不安感等を背景とした節約志向が根強く、本格的な回復には至っておりません。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、各種メディアを利用しての販売促進等、積

極的な営業活動を展開いたしました。しかしながら、消費が全般的な力強さを欠いていることに加え、塗料事業に

おいて塗装工事の売上が減少し、またＤＩＹ用品事業において復興需要の反動や天候不順等により遮熱関連商品

や園芸用品の売上が減少したことから、当第２四半期連結累計期間の売上高は、74億９千７百万円（前年同期比

9.7％減）となりました。

　収益面では、グループ企業一体となって経営の効率化に努めましたが、売上の減少及び原材料の値上がりにより、

営業利益は４億２千２百万円（前年同期比21.8％減）、経常利益は３億８千１百万円（前年同期比20.8％減）と

なりました。四半期純利益は、前年同期に比べ特別損失が減少したことにより、２億５千９百万円（前年同期比

22.2％増）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業は、水性多用途塗料や遮熱塗料等、当社の主力商品である家庭用塗料の製造及び販売等を行っております。

　

　当第２四半期連結累計期間におきましても、店頭での販売促進、店内シェアの拡大、新規顧客の獲得等積極的な営

業活動を展開いたしました。その結果、当社の主力商品である家庭用塗料の売上は堅調に推移いたしましたが、塗

装工事の売上が減少したため、当事業全体の売上高は、46億３千万円（前年同期比4.2％減）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業は、プラスチック障子紙や遮熱シート等のインテリア用品、住宅用補修材やワックス等のハウスケア用品

及び園芸用品等の製造及び販売を行っております。

　当事業におきましても、消費者ニーズに応えた新製品の投入や積極的な販売促進活動とともに、新規顧客への提

案営業等に注力いたしました。しかしながら、東日本大震災直後にあった需要の反動に加え、４月、６月の低温や豪

雨等の天候不順により、遮熱シート等の遮熱関連商品や補修材等の防災関連商品及び園芸用品の売上が減少した

ことから、当事業全体の売上高は、27億６千８百万円（前年同期比17.8％減）となりました。

＜その他＞

　当事業は、物流サービス業及び賃貸業等であり、売上高は９千７百万円（前年同期比2.0％減）となりました。　
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（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は51億３千９百万円

となり、前連結会計年度末と比較して１億３千４百万円の増加となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果、得られた資金は４億１千５百万円（前年同期比40.7％増）となりました。これは主に、売上債

権の増加額４億３千４百万円等の減少要因に対して、税金等調整前四半期純利益３億１千１百万円、減価償却費

９千５百万円及びたな卸資産の減少額４億７千５百万円等の増加要因があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果、得られた資金は７千４百万円（前年同期比114.2％増）となりました。これは主に、有価証券

の取得による支出１億１百万円及び有形固定資産の取得による支出１千７百万円等の減少要因に対して、有価

証券の償還による収入２億円等の増加要因があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果、使用した資金は３億４千４百万円（前年同期比33.9％減）となりました。これは主に、短期借

入金の純減少額４千８百万円、自己株式の取得による支出３千８百万円及び配当金の支払２億５千万円等によ

るものです。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億９百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 46,230,000 46,230,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 46,230,000 46,230,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
－ 46,230,000 － 5,869,017 － 2,418,409
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 2,252 4.87

アサヒペン共伸会 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号 1,849 4.00

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,625 3.52

株式会社近畿大阪銀行 大阪市中央区城見一丁目４番27号 1,233 2.67

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,164 2.52

株式会社伊予銀行

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

愛媛県松山市南堀端町１番地

（東京都中央区晴海一丁目８番12号） 
932 2.02

日油株式会社 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号 876 1.90

田中　弘文 大阪府寝屋川市 865 1.87

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 839 1.82

株式会社アサヒペン 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号 756 1.64

計 － 12,396 26.81

　（注）所有株式数は、千株未満を切り捨てて記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 801,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,735,000 44,735 －

単元未満株式 普通株式     694,000 － －

発行済株式総数 46,230,000 － －

総株主の議決権 － 44,735 －

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アサヒペ

ン（自己株式）

大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号
756,000 － 756,000 1.64

昭和精機工業株式

会社

静岡県菊川市赤土

1899番地の１
45,000 － 45,000 0.10

計 － 801,000 － 801,000 1.73

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,004,958 5,139,614

受取手形及び売掛金 ※3
 3,383,414

※3
 3,818,046

有価証券 402,681 200,695

商品及び製品 2,629,253 2,170,513

仕掛品 28,917 26,482

原材料及び貯蔵品 245,290 231,026

その他 413,080 349,177

貸倒引当金 △35,723 △35,994

流動資産合計 12,071,872 11,899,561

固定資産

有形固定資産

土地 3,584,299 3,584,064

その他（純額） 1,541,299 1,467,284

有形固定資産合計 5,125,598 5,051,348

無形固定資産 244,679 238,151

投資その他の資産 ※2
 1,658,491

※2
 1,504,451

固定資産合計 7,028,769 6,793,951

資産合計 19,100,641 18,693,513

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 1,169,001

※3
 1,139,507

短期借入金 2,080,000 2,031,500

1年内償還予定の社債 1,000,000 1,000,000

未払法人税等 46,584 31,434

引当金 112,605 117,421

その他 727,955 570,921

流動負債合計 5,136,146 4,890,785

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 400,000 400,000

退職給付引当金 719,079 728,198

役員退職慰労引当金 168,815 145,643

資産除去債務 65,942 65,958

その他 520,747 471,073

固定負債合計 2,874,584 2,810,873

負債合計 8,010,730 7,701,659
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,518 4,166,518

利益剰余金 1,086,082 1,094,271

自己株式 △71,190 △109,254

株主資本合計 11,050,428 11,020,553

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,482 △28,700

その他の包括利益累計額合計 39,482 △28,700

純資産合計 11,089,911 10,991,853

負債純資産合計 19,100,641 18,693,513
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 8,300,216 7,497,253

売上原価 5,428,524 4,849,171

売上総利益 2,871,691 2,648,082

販売費及び一般管理費 ※
 2,331,936

※
 2,225,776

営業利益 539,755 422,305

営業外収益

受取利息 27,265 24,953

受取配当金 8,956 11,442

受取地代家賃 115,547 90,470

その他 6,039 24,755

営業外収益合計 157,809 151,621

営業外費用

支払利息 31,284 25,587

支払地代家賃及び減価償却費 139,909 120,800

その他 45,283 46,534

営業外費用合計 216,477 192,922

経常利益 481,086 381,004

特別利益

資産除去債務履行差額 14,811 －

特別利益合計 14,811 －

特別損失

固定資産売却損 81,610 －

減損損失 3,996 －

投資有価証券評価損 78,475 69,764

退職給付制度改定損 92,017 －

特別損失合計 256,099 69,764

税金等調整前四半期純利益 239,798 311,240

法人税、住民税及び事業税 18,917 17,648

法人税等調整額 8,255 33,738

法人税等合計 27,173 51,386

少数株主損益調整前四半期純利益 212,624 259,853

四半期純利益 212,624 259,853
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 212,624 259,853

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 151,234 △68,183

その他の包括利益合計 151,234 △68,183

四半期包括利益 363,859 191,670

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 363,859 191,670
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 239,798 311,240

減価償却費 122,275 95,945

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,752 287

退職給付引当金の増減額（△は減少） △159,656 9,119

固定資産処分損益（△は益） 81,774 △231

資産除去債務履行差額 △14,811 －

投資有価証券評価損益（△は益） 78,475 69,764

受取利息及び受取配当金 △36,222 △36,396

支払利息 31,284 25,587

売上債権の増減額（△は増加） △648,116 △434,726

たな卸資産の増減額（△は増加） 483,625 475,438

仕入債務の増減額（△は減少） △118,627 △29,494

未払消費税等の増減額（△は減少） 52,473 4,221

その他 224,032 △55,891

小計 323,553 434,866

利息及び配当金の受取額 39,582 40,777

利息の支払額 △31,138 △26,280

法人税等の支払額 △36,493 △33,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 295,505 415,655

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △101,058

有価証券の償還による収入 100,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △35,657 △17,963

有形固定資産の売却による収入 20,028 2,784

投資有価証券の取得による支出 △105,258 △3,547

投資有価証券の売却による収入 430 －

貸付金の回収による収入 1,194 1,288

その他 54,030 △7,045

投資活動によるキャッシュ・フロー 34,769 74,458

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △270,000 △48,500

社債の発行による収入 － 492,608

社債の償還による支出 － △500,000

自己株式の取得による支出 △676 △38,063

配当金の支払額 △250,791 △250,848

財務活動によるキャッシュ・フロー △521,468 △344,804

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,349 △10,653

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △202,543 134,656

現金及び現金同等物の期首残高 5,566,131 5,004,958

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,363,588

※
 5,139,614
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【会計方針の変更】

　（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による損益に与える影響額は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形割引高 50,823千円 76,992千円

　

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

投資その他の資産 35,734千円 35,750千円

　

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間

末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 131,866千円 140,941千円

支払手形 22,359　 40,194　

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

荷造・運送費 846,798千円 802,022千円

販促宣伝費 148,407 155,587

従業員給料手当 445,741 425,460

賞与引当金繰入額 57,810 73,924

退職給付引当金繰入額 33,544 27,731

減価償却費 74,096 60,599

不動産賃借料 166,736 157,041

　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 5,363,588千円 5,139,614千円

現金及び現金同等物 5,363,588 5,139,614
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 251,707 5.5平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 251,664 5.5平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,833,8523,366,8478,200,69999,5168,300,216

セグメント間の内部売上高又は

振替高
13,545 － 13,545 － 13,545

計 4,847,3983,366,8478,214,24599,5168,313,762

セグメント利益 329,054 197,635 526,690 14,720 541,411

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 526,690

「その他」の区分の利益 14,720

セグメント間取引消去 △1,656

四半期連結損益計算書の営業利益 539,755
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,630,9112,768,7887,399,70097,5537,497,253

セグメント間の内部売上高又は

振替高
10,468 － 10,468 － 10,468

計 4,641,3792,768,7887,410,16897,5537,507,722

セグメント利益 252,817 152,100 404,918 18,779 423,697

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 404,918

「その他」の区分の利益 18,779

セグメント間取引消去 △1,392

四半期連結損益計算書の営業利益 422,305

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 4円65銭 5円69銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 212,624 259,853

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 212,624 259,853

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,763 45,680

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒペ

ンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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